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この記事ではMCP(Model

Context Protocol)を実装し、

Anthropic SDKからファイル操

作をできるようにする方法を紹

介します。

より具体的にいうと、コマンド

を実行すると「data.txtにhello

worldと書いたファイルを作成

したい」とClaudeに伝わり、

MCPサーバがローカルでファイ

ルを作成して、hello worldと書

かれたファイルに書き込まれる

ようにします。

「最近流行りのAIエージェン

トってやつ作ってみるか」って

funwarioisii

フォロー

外出・漫画・プログラミングが好き

バッジを贈る

バッジを贈るとは
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人に関連するAPIの勘所を伝え

る内容になっています。

MCPのSDKはPythonと

TypeScriptでの実装が提供され

ています。

この記事ではTypeScriptでの実

装を利用します。

MCPとは

Model Context Protocol の略

で、アプリケーションがLLMに

コンテキストを提供するための

プロトコルとして提案されてい

ます。

MCPは以下のようなコンポーネ

ントで構成されています：

MCP Host: Claude Desktop

や IDE など、MCPを通じて

データにアクセスしたいプ

ログラム

MCP Client: サーバーと1:1

の接続を維持するプロトコ

ルクライアント

MCP Server: 標準化された

Model Context Protocolを

通じて特定の機能を提供す

る軽量なプログラム
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MCPサーバーは主に3つの機能

を提供します：

1. Tool: LLMが実行できる関

数 ファイルの作成や外部

APIの呼び出しなど、副作

用を伴う処理

2. Resource: LLMが読み取れ

るデータ APIのレスポンス

やファイルの内容など、情

報の参照に使用します

3. Prompt: 特定のタスクの実

行を支援するテンプレート

です

詳しくはこの辺りを参照してく

ださい。

今回は MCP Server の Tool を

実装して、Anthropic SDKを
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使ったコマンド(MCP Host)か

ら呼び出せるようにします。

事前準備

最終的に動くものはこちらにあ

ります。

https://github.com/fu

nwarioisii/scratch-…

github.com

このコードを動かす事前準備と

しては、 bun がインストールさ

れている必要があります。

node などでも動くと思います

ので、慣れているツールで適宜

読み替えてください。

私は scratch-mcp というディ

レクトリを作って、その中で実

装しました。

なのでコマンドなどでその名前

がでてきますが、その辺は適宜

読み替えてください。

全体像
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粒度がまちまちなのですが、全

体像を把握しておきましょう。

この記事では以下の流れでMCP

とAnthropic SDKを連携させる

ことを目指します。

MCP Serverを起動する

MCP Clientを作成する

標準入出力でMCP

Serverと通信する

Anthropic SDKにメッセー

ジを送信する

Anthropic SDK(claude-

3-5-sonnet-latest)に使

える Tool を渡す

Anthropic SDK に

「data.txtにhello world

と書いたファイルを作

成したい」とメッセー

ジを詰める

Anthropic SDK から利

用したい Tool が返って

くる

Tool を実行できる MCP

Client があれば、Client

を経由して MCP Server

で Tool を実行する

MCP Server が Tool の

実行結果を返す

Anthropic SDK が MCP

Server から実行結果を

受け取る

Anthropic SDK が実行

結果をユーザーに返す
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MCPサーバ側の実装

Anthropic APIからMCPサーバ

への接続だけを考えると、既存

のMCPサーバを利用する手段も

考えられますが、せっかくなの

でシンプルなサーバを作ってみ

ましょう。

MCP Serverは主に「Tool」

「Resource」「Prompt」の3つ

の機能を提供します。

今回はtmpディレクトリにファ

イルを作成するToolのみを提供

するサーバを作成します。

まずはプロジェクトの準備をし

ます。

次に、サーバーの実装を行いま

す。

tmpディレクトリにファイルを

作成する関数

server/src/tools/write-to-

file.ts に以下のコードを追加

します。

mkdir server

cd server

bun init

bun add @modelcontextprot

mkdir -p server/src/to
touch server/src/tools
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server/src/index.ts  に以下

のコードを追加します。

export const writeToFi
    const safePath = p
    const fullPath = p
    
    console.error(`Wri
    
    try {
      await fs.writeFi
      return {
        content: [{
          type: 'text'
          text: `Succe
        }],
      };
    } catch (error) {
      if (error instan
        console.error(
      } else {
        console.error(
      }
      return {
        content: [{
          type: 'text'
          text: `Error
        }],
      };
    }
};

import { McpServer, Reso

import { StdioServerTran

import { writeToFile } f

import { z } from "zod";

const config = {

  server: {

    name: "simple-mcp-se
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サーバーのインスタンスを作成

して、Toolを定義するだけの非

常にシンプルなコードになって

います。

Claude Desktop を利用してい

るユーザはこの段階で、

~/Library/Application\

    version: "0.1.0",

  },

};

const server = new McpSe

server.tool(

  "write-to-file",

  {

    path: z.string(),

    content: z.string(),

  },

  async ({ path, content 

    await writeToFile({ 

    return {

      content: [

        {

          type: "text",

          text: "Success

        },

      ],

    };

  }

);

const transport = new Std

console.error("Starting M

await server.connect(tra

console.error("Server co
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Support/Claude/claude_deskt

op_config.json  に設定を追加

して試すことができます。

! console.error  が多用

されていて違和感を持っ

た方もいるかもしれませ

ん。

今回紹介しているMCP

Serverは標準出力を使っ

て通信する実装になって

います。

そのため、

console.log  を使う

と、Clientにとって意図

しないメッセージが送信

されてしまいます。

そのためここでは

console.error  を使っ

てログを出力していま

す。

https://github.com/mod

elcontextprotocol/types

cript-

sdk/blob/13c3eea3b80

dd658d91cc0422e0711

078306c7c7/src/client/s

{

  "mcpServers": {

    "simple-mcp-server": 

      "command": "/path/t

      "args": [

        "run",

        "/path/to/scratc

      ]

    }

  }

}
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tdio.ts#L113 を読む限り

デフォルトで親プロセス

にログを出力するように

なっているようです。

真面目にやる場合は

https://modelcontextpro

tocol.io/docs/tools/deb

ugging#implementing-

logging を参考にしてく

ださい。

クライアント側の実

装

次に、このサーバを呼び出すク

ライアントを実装します。

クライアントを実行する準備を

します。

client/src/index.ts  に以下

のコードを追加します。

mkdir -p client

cd client

bun init

bun add @modelcontextprot

import { Client } from "@

import { StdioClientTran

const transport = new Std

  command: "/path/to/bun"

  args: [

    "run",
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transport を設定して client を

通じて connect すると、MCP

サーバが起動してMCPでのやり

とりが可能になります。

このあたりの流れを読むと、ク

ライアントの接続からMCPサー

バの起動までの流れがわかりま

す。

modelcontextprotocol/type
script-sdk/src/shared/proto
col.ts
Lines 177 to 177 in 13c3eea

    "/path/to/scratch-mc

  ],

});

const client = new Client

await client.connect(tra

console.log("MCP client 

const tools = await clie

console.dir(tools, { dept

const result = await clie

  name: "write-to-file",

  arguments: {

    path: "sample.txt",

    content: "Hello, Wor

  },

});

console.dir(result, { de

await client.close();
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modelcontextprotocol/type
script-sdk/src/client/stdio.t
s
Lines 100 to 100 in 13c3eea

()

今回 client で利用しているメ

ソッドは以下の通りです。

client.listTools()  で

は、MCPサーバが提供して

いるToolの一覧を取得でき

ます。

client.callTool()  で

は、MCPサーバにToolを実

行させることができます。

client.close()  では、

MCPサーバとの接続を切断

します。起動時と同様に

close  時にMCPサーバも

終了します。

この snippet では MCP Server

が提供している Tool の確認

と、Tool の実行ができていま

す。

AnthropicのSDKと

連携

最後に、AnthropicのSDKから

ツールを呼び出せるようにしま

す。

先ほど作成した client  ディ

レクトリで作業します。
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まず、AnthropicのSDKをイン

ストールします。

client/src/index.ts  を次の

ように変更します。

bun add @anthropic-ai/sd

import { Client } from "@

import Anthropic from "@a

import type { MessagePara

import { Client as MCPCl

import { StdioClientTran

// MCPの準備

const transport = new Std

  command: "/path/to/bun"

  args: [

    "run",

    "/path/to/scratch-mc

  ],

});

const mcpClient = new MC

await mcpClient.connect(t

const tools = await mcpC

// Anthropicの準備

const anthropicClient = 

const messages: MessagePa

  {

    role: "user",

    content: "sample.txt 

  },
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これ以降はClaudeから受け取っ

たメッセージの処理で冗長にな

るので一旦ここで切ります。

ここまでは

MCP Clientを作成

MCP Serverの起動と接続

MCP ServerからToolの一覧

を取得

Anthropic SDKに使える

Toolを渡す

という処理を記述しました。

ここからは reply  の内容を処

理して、MCPサーバにToolを実

行させる部分を実装します。

];

const reply = await anth

  model: "claude-3-5-son

  max_tokens: 1024,

  messages: messages,

  tools: tools.tools.map

    name: tool.name,

    input_schema: tool.i

    description: tool.de

  })),

});

for (const content of re

  if (content.type === "t

    console.log("Assista

  } else if (content.type

    console.log("Tool:", 
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anthropicClient.messages.cr

eate  の tools  に MCPサーバ

が提供しているToolを渡すこと

で、Toolを実行できるようにな

ります。

一旦愚直に実装していますが、

複数のClientを持つケースは容

易に想像できると思います。

最初に content.name  として

渡される tool の名前をキー

に、Clientを管理するようにす

れば、複数のClientを持つケー

スも実装できると思います。

おわりに

これでシンプルなMCPの実装と

Anthropic SDKの連携ができま

した。

ここまで読まれた方がMCP

Serverをじゃかじゃか増やし

て、AIが勝手にいろんなことを

やってくれる世界観を"創れる

    console.log("Tool In

    if (content.name === 

      const result = awa

        name: content.nam

        arguments: conte

      });

      console.log(`Tool(

    }

  }

}
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側になった"と感じていただけ

たら幸いです。

ここで紹介した実装例は

https://github.com/funwarioisii/

scratch-mcp にあります。是非

参考にしてください。

MCP Serverの実装:

https://github.com/funwarioisii/

scratch-

mcp/commit/cd69b0243016c5

7d1c579d2bf8242e831d6f3ea

b

MCP Clientの実装:

https://github.com/funwarioisii/

scratch-

mcp/commit/211da05f0ea689

d5df16c02579f9512f2a62f148

MCP と Anthropic SDK の連携:

https://github.com/funwarioisii/

scratch-

mcp/commit/a4412222e681ce

bfc73416e095d8a6f814f9bbd

8

5 1

funwarioisii

外出・漫画・プロ

グラミングが好き
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